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「かもしれない」で備える 事故防止

原付バイクが

道路右側の野菜販売所から出てきた
国道を走行していた軽自動車と衝突、原付バイクの女性が死亡

◇店舗前を走行する時は・・・出て来るかもしれない◇

２０１９／４／１２（金） ２２：１４

１２日午前９時半前、鹿児島県の国道を走行していた軽乗用車が道路右側の野菜販売所から出てきた原付バイ

クと衝突しました。この事故で、原付バイクを運転していた近くに住む女性（９０）が死亡しました。現場は信号

機や横断歩道のない交差点の近くで、警察は、軽乗用車を運転していた男性（６８）に話を聞くなどして事故の原

因を調べています。

道に飛び出した 男児ら車にはねられる
◇「歩行者」・「自転車」を見かけたら･･･「かもしれない」運転を◇

２０１９／４／１２（金） １８：００

１０日、道に飛び出した男の子たちが車にはねられる事故があった。調べてみると、この男の子たち、事故の直

前にサルに追われていた可能性が出てきた。

アルバイトのスタントマン死亡
交通安全教室で事故の再現中に、トラックの車体の下に巻き込まれ

［ ２０１９年４月１３日 ０５：３０ ］

１２日午後２時２０分ごろ、京都府の中学校のグラウンドで交通安全教室に出演中のアルバイトの男性スタントマ

ンの男性（３４）が、事故の再現中にトラックにひかれ、搬送先の病院で死亡した。

警察によると、男性はトラック前方の死角となる場所を横切ってはねられる高齢者役を実演。接触した後はバ

ンパーをつかんで車体の下に入り、数十メートル引きずられる予定だったが、誤ってバンパーから手を離し、ト

ラックの車体下に巻き込まれたとみられる。トラックは重さ３トンまでの準中型で、時速約１０キロで走っていた

安全教室を主催した市によると、イベント会社に委託していた。男性社員（３８）がトラックを運転していた。

安全教室には生徒ら約５７０人が参加していた。市は「事故原因を究明し、生徒の心のケアについては市教委と

連携して適切に対応する」としている。

基準値の６倍を超えるアルコール
飲酒運転で追突 男に懲役１年実刑判決

「酒に酔い注意散漫な状態で車を運転し、安全確認を怠った危険かつ悪質な行為」

２０１９／４／１１（木） １２：１５

今年１月、函館で、飲酒運転でタクシーに追突して運転手にけがを負わせた男に、函館地裁は懲役１年の実刑判

決を言い渡しました。当時、被告の呼気からは基準値の６倍を超えるアルコールが検出されていました。１１日の

判決で函館地裁は、被告は過去にも飲酒運転で事故を起こしていて、安全への意識が低いと指摘。「酒に酔い注

意散漫な状態で車を運転し、安全確認を怠った危険かつ悪質な行為」として懲役１年を言い渡しました。


